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研究成果概要 

 2022年度は、SK-VIの検出器シミュレーションに向けて、従来のGEANT3をベースに中性子捕獲の

部分のみGEANT4を用いるシミュレーション（以下、skdetsim）と、完全にGEANT4のみでシミュレ

ーションを行うSKG4の開発が並行して行われた。水の光学的特性はそれぞれレーザー光を用いた

キャリブレーションデーターを用いてチューンされた。水の光学的特性は、Absorption, Raylei

gh散乱、Mie散乱で記述される。skdetsimとGEANT4のチューニングの結果を図１に示す。Absorpti

onとRayleigh散乱は、両者ともにほぼ一致するが、Mie散乱に関しては若干の違いが見られる。こ

れは、Mie散乱の角度分布の取り扱いに起因する（図２）。skdetsimにおいては、独自の測定結果

を再現するような角度分布が入っているが、SKG4ではGEANT4の角度分布をそのまま使っている。 

 次のステップは実際にニュートリノデータと比較を行ってさらなる比較を行い、SK-VIIのシミ

ュレーションを開発していく。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    図１ 透過率の各成分の比較              図２ Mie散乱の角度分布 
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